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４
月
３
日
（
金
）
午
前
10
時
よ
り
、
本
桐
生
活
館
に
て
「
第
44
回
通
常
総
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
総
会
は
、
本
人
出
席
・
委
任
出
席
・
書
面
議
決
を
合
わ
せ
て
２
９
１
名

の
出
席
に
よ
り
成
立
し
、
提
出
さ
れ
た
５
件
の
議
案
は
す
べ
て
可
決
・
承
認
さ
れ
、

滞
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
各
種
共
励
会
に
お
け
る
表
彰
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

第
44
回 
通
常
総
会
を
開
催

～ 
全
議
案
が
可
決
承
認 

～

令和７年度 ＪＡみついし総会表彰の対象者一覧

軽種馬
部門

※軽種馬生産振興会総会にて表彰

当該年における、中央競馬重賞競走及び地方競馬ダートグレード競走優勝馬生産牧場

レース名 格付 馬名 生産牧場名

第 72 回 日経新春杯 GⅡ ロードデルレイ

㈲ケイアイファーム 様第 73 回 クイーンステークス GⅢ アルジーヌ

第 27 回 かきつばた記念 JpnⅢ ロードフォンス

第 30 回 シルクロードステークス GⅢ エイシンフェンサー ㈲木田牧場 様
第 61 回 福島記念 GⅢ ニシノティアモ ㈱タツヤファーム 様
第 27 回 兵庫ジュニアグランプリ JpnⅡ トウカイマシェリ ㈲平野牧場 様

酪農
部門

■高品質乳生産の部 ー 細菌・細胞数が最も優れた生産者
　 SSK DAIRY FARM ㈱ 様
■高成分乳生産の部 ー 脂肪率・無脂固形分率が最も優れた生産者
　 安田 悦郎 様

和牛
部門

■（肥育の部）出荷頭数 15 頭以上の平均格付上位３名
　 ①前川 忠昭 様　② 河合 博文 様　③ 澤田 祐喜 様
■（素牛の部）当該年の市場出荷頭数が三石平均 19.9 頭を上回る平均単価上位３名
　 ① 松本 俊博 様　② 久米 和夫 様　③ 佐藤 秀美 様

水稲
部門

■出荷数量 100 俵以上の出荷者の内、蛋白値が低い３名
　 ①澤井 久志 様　② 嵐 英樹 様　③ 村瀬 若陽 様

花き
部門

■ 500 坪以上作付で坪当りの販売金額が上位の３名
　 ①森山 博明 様　② 浦東 朝和 様　③ 中山 育雄 様
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Q過
去
５
年
間
の
経
営
分
析
結
果
を
見
る
と
、
農
産
課
は

損
失
が
続
い
て
い
る
。
花
き
販
売
は
好
調
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
要
因
は
何
か
。

　
当
組
合
で
は
、
農
産
課
が
販
売
と
営
農
指
導

の
両
面
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
販
売
面
だ
け
を

見
る
と
、
販
売
手
数
料
が
主
な
収
益
源
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
営
農
指
導
も
同
一
職
員
が
担
当

し
て
い
る
た
め
、（
部
門
別
損
益
表
に
す
る
と
）

人
件
費
や
そ
の
他
コ
ス
ト
の
配
賦
分
を
含
め
る

と
損
失
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。
一
方
、

他
Ｊ
Ａ
で
は
、
販
売
と
営
農
指
導
が
そ
れ
ぞ
れ

別
部
門
で
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
販
売
を

担
う
農
産
課
で
は
損
失
は
発
生
せ
ず
、
営
農
部

門
に
お
い
て
損
失
が
計
上
さ
れ
る
構
造
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
総
会

組
合
員
懇
談
会
質
疑
応
答
内
容

Q営
農
部
に
お
い
て
、
若
手
か
ら
中
堅
職
員
の
離
職
が

続
い
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
職
員
個
人
ご
と
の
目
標
管
理
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
導
入

し
、
達
成
度
に
応
じ
た
報
奨
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
当
組
合
で
は
、
正
職
員
を
対
象
に
年
度
当
初

の
自
己
申
告
面
談
に
お
い
て
目
標
設
定
を
行

い
、
８
月
に
は
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
中
間
面

談
、
年
末
に
は
達
成
度
を
確
認
す
る
面
談
を
担

当
部
長
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
面
談

に
お
い
て
は
、
業
務
上
の
悩
み
や
仕
事
へ
の
意

欲
、
人
間
関
係
、
異
動
希
望
等
に
つ
い
て
も
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
早
期
離
職
の
防
止
は
も
と

よ
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
や
不
祥
事
の
未

然
防
止
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。　

　

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
中
途
退
職
者
の
退
職

理
由
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一

つ
一
つ
の
理
由
を
精
査
し
、
魅
力
が
あ
り
働
き

甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
に
向
け
て
、
職
員
教

育
や
各
種
研
修
を
適
宜
実
施
す
る
と
と
も
に
、

人
事
評
価
制
度
の
見
直
し
や
、
ご
意
見
い
た
だ

い
た
報
奨
制
度
の
検
討
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q自
身
が
就
農
地
を
選
定
す
る
際
、
そ
の
地
区
の
農
協
の

安
全
性
を
重
要
な
判
断
材
料
の
一
つ
と
し
て
い
た
（
経

営
の
健
全
性
が
高
い
Ｊ
Ａ
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
継
続
的

か
つ
手
厚
い
支
援
が
期
待
で
き
る
）。
こ
の
点
を
踏
ま

え
、
当
組
合
の
自
己
資
本
比
率
の
高
さ
や
安
全
性
の
高

さ
に
つ
い
て
、
よ
り
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
就
農
地
の
選
定
に
お
い
て
、
農
協
の
安
全
性

は
重
要
な
判
断
材
料
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
当
組
合
は
、
Ｒ
７
自
己
資
本
比
率
が

２
３.

１
９
％
と
、
道
内
平
均
や
金
融
機
関
平

均
と
比
較
し
て
も
高
い
水
準
に
あ
り
、
安
定
し

た
経
営
基
盤
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
貸

出
金
の
不
良
債
権
比
率
に
つ
い
て
も
低
水
準
で

推
移
し
て
い
る
こ
と
も
、
当
組
合
の
強
み
の
一

つ
と
言
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
誌
に
よ
り
自
己
資

本
比
率
を
は
じ
め
と
す
る
経
営
の
健
全
性
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
就

農
検
討
者
が
安
心
し
て
就
農
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
金
融
機
関
で
は
、
８
％
以
上
：
国
際
基
準
最

低
ラ
イ
ン
、
10
％
以
上
：
健
全
（
目
安
）、
12

～
15
％
以
上
：
か
な
り
優
良
）
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Q転作地が
畑
地
化
さ
れ
、
そ
の
土
地
の
評
価
額
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

評
価
は
毎
年
下
が
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に

は
田
の
評
価
か
ら
畑
の
評
価
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
賦
課
金
お
よ
び
手
数
料
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
内
の
他
農
協
に
お
い
て
は

見
直
し
を
実
施
し
て
い
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
当
農
協
に
お
い
て
も
、
今
後
の

収
益
状
況
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Q賦課金
や
手
数
料
を
今
後
引
き
上
げ
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
の
か
。

【
こ
れ
よ
り
要
望
】

要
望
：
農
協
の
収
益
が
伸
び
悩
む
要
因
の
一
つ
に
、
貸
出
金
の
減

少
が
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
融
資
業
務
に
お
い
て
は
、
窓
口
で
の

対
応
に
加
え
、
組
合
員
の
も
と
へ
積
極
的
に
足
を
運
び
な
が
ら
、

資
金
需
要
の
把
握
と
き
め
細
や
か
な
提
案
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

要
望
：
農
協
を
組
合
員
が
支
え
る
よ
う
な
農
協
は
い
ら
な
い
。
理

事
会
に
お
い
て
は
中
期
計
画
の
進
捗
状
況
を
常
に
厳
し
く
検
証
し
、

何
が
不
足
し
て
い
る
の
か
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
実
効
性
あ
る

農
協
運
営
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

要
望
：
再
生
協
議
会
は
、
将
来
の
転
作
地
整
備
を
見
据
え
た
機
能

が
求
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
転
作
奨
励
金

の
配
分
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
今
後
、
畑
地
化
の
進
展
や
令
和
９

年
で
の
畑
地
化
奨
励
金
の
終
了
を
見
据
え
、
農
協
と
し
て
ど
の
よ

う
な
方
向
性
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
主

体
的
に
考
え
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

要
望
：
受
益
者
負
担
7.5
％
で
基
盤
整
備
を
実
施
で
き
る
中
山
間
事

業
が
、
令
和
10
年
に
開
始
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
向
け
て
、

令
和
８
年
度
中
に
町
と
密
に
相
談
・
連
携
し
な
が
ら
本
地
域
の
将

来
像
（
青
写
真
）
を
明
確
に
し
、
令
和
９
年
度
に
は
最
終
的
な
受

益
者
の
申
込
み
整
理
を
行
っ
た
う
え
で
、
令
和
10
年
度
か
ら
円
滑

に
事
業
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
農
協
と
し
て
主
体
的
に
対
応

し
て
ほ
し
い
。
農
協
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
こ
の
地
域
で
農

業
を
将
来
に
わ
た
り
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
組
合
員
と
と
も
に
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

JAへの就職希望者 100%就職

JAカレッジ 
令和8年度

（令和 6年度実績）

第 2回募集
入学生

オープン
キャンパス
随時開催中

募集人数　40名（男女共学）／修業年限：1年
居住形態　寮完備（全室個室）／通学も可
受験資格　令和7年4月1日時点で27歳未満の方
　　　　　大学・短大・専門・高校の卒業（見込）者
試験日　　12月6日（土）
願書受付　10月1日（水）～11月21日（金） ※消印有効

一般財団法人
北海道農業協同組合学校
〒069-0834 江別市文京台東町 43-1

☎ 0120-918-417

JAグループ職員養成校

カレッジ
「JAカレッジ」で検索 、
またはQRから

募集
要項
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TOPICS

最優秀賞

前川 忠昭
ロース芯面積 121㎠　バラ厚 11.3㎝

優秀賞

森　 誠
ロース芯面積 100㎠　バラ厚 9.7㎝

優秀賞

山野 美幸
ロース芯面積 121㎠　バラ厚 9.6㎝

第 44 回 みついし牛枝肉研究会

受 賞 者 一 覧
区分 出品者 名号 血統 格付 枝重量 販売金額父 母の父 母の祖父 ＢＭＳ kg 単価

最優秀賞 前川 忠昭 国之姫 福之姫 安福久 勝忠平 Ａ－５ 599 1,771,24312 2,957

優秀賞
山野 美幸 龍舞 百合美 百合白清２ 安福久 Ａ－５ 587 1,648,29612 2,808

森　 誠 どりあん 北美津久 芳之国 勝忠平 Ａ－５ 574 1,468,86612 2,559

優良賞

河合 博文 りぶ 百合美 美津照重 安福久 Ａ－５ 464 1,166,03211 2,513

小田原 隆幸 ななみ 北美津久 美国桜 百合茂 Ａ－５ 545 1,448,06511 2,657

うらかわ共同肥育センター ゆりみつ 北美津久 百合茂 安平照 Ａ－５ 493 1,279,82811 2,596

　4月22日、東京食肉市場で「第 44回みついし牛枝肉研究会」が開催されました。

みついし牛の肥育技術のさらなる向上と、ブランドとしての認知度・評価向上を目的に、

24頭が出品され、最優秀賞をはじめ6つの賞を競いました。

　栄えある最優秀賞には、A-5（BMS12）、kg 単価 2,957 円を記録した、前川忠

昭さん出品の「国之姫」（父：福之姫）が輝きました。

　また、上物率（4・5等級）は95.8％、5等級率は87.5％という高い成績を収め、

改めて「みついし牛」の高い品質とブランド力を広くアピールする機会となりました。
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TOPICS

「日胆ブラックアンドホワイトショウ」開催
～リザーブジュニアチャンピオン、
リザーブグランドチャンピオンを獲得！～

　4月23日、「日胆ブラックアンドホワイトショウ」が開催されました。
三石地区からは、川上地区の SSK DAIRY FARM（代表：佐々木純一
さん）が 5 頭を出陳し、各部門で優秀な成績を収めました。さらに、
総合的に優れた成績を収めた牧場に贈られる「最優秀牧場賞」も受賞
しました。

　また、各部門の上位牛によって選出されるチャンピオン審査では、
SSK ウイル ドア ウインダム が
　未経産部 準最高位（リザーブジュニアチャンピオン）
SSK ケアフル ウイル ウインダム が
　経産部 準最高位（リザーブグランドチャンピオン）
にそれぞれ輝きました。
　なお、5 月 23 日～ 24 日には「北海道ブラック＆ホワイトショウ」の開催も予定されています。
今後のさらなる活躍に期待が高まります。

結 果

第 3 部
未経産

（11 か月～ 13 か月未満）
SSK ウイル ウインダム 【第 4 位】

第 4 部
未経産

（13 か月～ 15 か月未満）
SSK  ラキブレ ベスタニア アリーナ 【第 2 位】

第 5 部
未経産

（15 か月～ 19 か月未満）
SSK  ウイル ドア ウインダム 【第 1 位】

第 7 部
経産

（２歳クラス）
SSK  サンダー ブツク ET 【第 2 位】

第 8 部 経産（3 歳クラス） SSK  ケアフル ウイルウインダム 【第 1 位】

リーディングジョッキー競走 協賛レースを開催
～プレゼントキャンペーンも実施～

　4 月 16 日、門別競馬場にて JA みついし協賛「リーディング
ジョッキー競走Ⅰ・Ⅱ」が開催されました。
　当 JA では昨年に引き続き、総合優勝騎手を予想するプレゼント
キャンペーンをホームページ上で実施。当 JA の Instagram アカ
ウントをフォローしたうえで予想を的中させた方の中から、抽選
で豪華賞品を贈呈しました。
　賞品は、「みついし牛 1kg」と「三石産 春アスパラ 1.5kg」を
各 5 名様にプレゼント。
　レース当日は、全国の競馬ファンから約 154 件の応募が寄せら
れ、現在 Instagram フォロワー数も 1,260 人となっており、多く
の方に JA みついしの情報を発信しています。
　また、レース後に行われた表彰式では、地原理事がプレゼンター
を務め、式に華を添えました。
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TOPICS

　

３
月
２
日
、
町
内
で
建
設
業
を
営
む
出
口
組
、
幌
村
建
設

の
２
社
と
合
同
で
、
日
高
管
内
の
高
校
２
年
生
を
対
象
と
し

た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ツ
ア
ー
を
昨
年
に
続
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
ツ
ア
ー
は
、
勤
労
観
や
職
業
観
を
養
い
、
働
く
こ
と
の

意
義
や
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
実
施
。
複
数
の
業
種
を
一
度
に
体
験
で
き
る
よ
う
、
３
社

合
同
に
よ
る
「
ツ
ア
ー
形
式
」
で
、
事
務
所
や
工
事
・
作
業

現
場
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
静
内
高
校
お
よ
び
静
内
農
業
高
校
か
ら
計
20
名

が
参
加
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
事
務
所
見
学
の
ほ
か
、
軽
種
馬
産
業

に
関
わ
る
業
務
に
つ
い
て
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
高

軽
種
馬
農
業
協
同
組
合
の
協
力
に
よ
り
、
実
際
に
馬
の
セ
リ

が
行
わ
れ
る
北
海
道
市
場
も
見
学
。
話
題
と
な
っ
た
ド
ラ
マ
の

ロ
ケ
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、参
加
者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
後
半
で
は
、
日
高
自
動
車
道
延
伸
工
事
の
現
場
見

学
に
加
え
、
Ｖ
Ｒ
体
験
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
バ
ッ
ク
ホ

ウ
の
操
作
体
験
も
実
施
。
参
加
し
た
高
校
生
た
ち
は
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
触
れ
な
が
ら
理
解
を
深
め
、
充
実
し

た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

高校生インターンシップツアーを開催
～地域産業の魅力を体感～

健康経営優良法人
2026 に

認定されました

　令和 8 年 3 月、当 JA は経済産業省と日本健康会議が選定する「健康経営優良法人制度」
に基づく「健康経営優良法人 2026（中小規模法人部門）」に認定されました。
　昨年に引き続き 4 年連続の認定となります。
　当 JA では職員の健康を第一に考え、職員全員が心身ともに健康で毎日ハツラツと働ける
ように健康診断や健康相談、メンタルヘルス研修を定期的に実施しています。
　職員一人ひとりが組合員皆様に寄り添い、より高いニーズに応えられるよう、これからも
よりよい職場環境づくりを推進していきたいと思います。

健康経営優良法人
認定制度とは

地域の健康課題に即した取り組みや日本健康会議が進める健康増進の取り組みを
もとに、特に優良な健康経営を実践している法人を顕彰する制度です。
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労働保険年度更新手続きのご案内

一
斉
推
進
を

実
施
い
た
し
ま
す

　5 月 27 日、28 日、29 日の 3 日間で共済担当職員・共済連苫小牧駐在担当を中心に推進に
伺います。
　推進には、担当職員以外にも各部からご協力いただき、多数のお宅を訪問させていただきます。
　現在加入している保障内容の確認や、新たに保障が拡充した共済をご紹介します。
　昨今、自然災害・地震が続いていますので建物の保障についても強化してご提案させていた
だきます。
　なお、上記日程以外にも保障内容の確認や相談などいつでもお待ちしております。

お問い合わせは金融部共済課までご連絡ください。
TEL：0146-34-2014

花きの共撰出荷がスタート

　４月１８日より、本年度の花き共撰出荷が
始まりました。
　初日は１３戸の生産者から計１６０箱の出
荷があり前年並みとなりました。
　これから 5 月の母の日に向けて出荷量が増
えてくる見込みです。

JAみついし 管理部

1種加入事業場
・労働保険料等算定基礎賃金等の報告
・労災保険確定・概算申請書
・口座振替依頼書

2種加入事業場
・労災保険加入申込書兼口座振替依頼書

提出先

受付期間

提出書類

5月8日 金 から5月15日 金

　令和 8 年度労働保険年度更新手続きの受付を上記の日程で行います。
　5 月 1 日付けで当ＪＡより案内文書を送付しております。同封の提出
書類にご記入の上、ご持参いただきますよう、よろしくお願いいたします。

お問い合わせ先
管理部　山田・髙村



09 J A  M I T S U I S H I

第 27 回 かきつばた記念 Jpn Ⅲ
優勝　ダノンフィーゴ号　[4 歳牡馬 ]

川上 ｜ ケイアイファーム生産
　名手・川田将雅騎手とのコンビで、地方交流重賞「かきつばた記念」
に出走しました。レースはスタート後、中団で脚をため、３コーナーか
らスパート。しぶとく逃げる先行馬を、４コーナーでの巧みなコーナー
ワークで捉えると、直線では鋭い末脚を発揮し一気に突き抜けました。
２着に３馬身差をつける快勝で、見事、重賞初制覇を飾りました。

2/23
名古屋

第 72 回 桜花賞 S Ⅰ 
優勝　アンジュルナ号　[3 歳牝馬 ]

鳧舞 ｜ 千里ファーム生産
　南関東３歳牝馬三冠の一つ、桜花賞に主戦・野畑凌騎手とのコン
ビで出走しました。単勝 1.1 倍の圧倒的な支持を集め、レースでは
スタートからハナを奪取。追いすがる有力馬たちを最後まで寄せ付
けず、そのまま押し切ってゴールしました。春の南関東３歳牝馬の
頂点に立つ、堂々たる勝利となりました。

3/18
浦和

第 3 回 ネクストスター中日本
優勝　ミモザノキセツ号　[3 歳牡馬 ]

富沢 ｜ 米田和子牧場生産
　昨年のネクストスター名古屋を制した同馬は、中日本の３歳短距
離王決定戦・ネクストスター中日本に、望月洵輝騎手とのコンビで
出走しました。レースはスタートからハナを奪い主導権を握る展開。
最後の直線では一度は後続に先頭を譲るも、勝負根性を発揮して差
し返し、見事優勝を飾りました。

4/7
金沢

第 23 回 はがくれ大賞典オープン
優勝　シンメデージー号　[5 歳牡馬 ]

本桐 ｜ タガミファーム生産
　これまで JRA 勢を相手に重賞で好走を続けてきた同馬は、吉原
寛人騎手とのコンビで、連覇を懸けて佐賀重賞・はがくれ大賞典に
出走しました。道中は３番手でレースを進め、３コーナーからスパー
ト。追いすがる後続を最後まで寄せ付けず、そのまま押し切ってゴー
ル。見事、連覇を達成しました。

3/29
佐賀

第 18 回 ユングフラウ賞 S Ⅱ
優勝　アンジュルナ号　[3 歳牝馬 ]

鳧舞 ｜ 千里ファーム生産
　暮れの東京２歳優駿牝馬を制し、目下４連勝中の同馬は、主戦・
野畑凌騎手とのコンビでユングフラウ賞に出走しました。レースは
序盤から２番手につけ、４コーナー手前で楽な手応えのまま先頭
へ。直線ではそのまま後続を突き放し、危なげない走りで快勝。見事、
重賞３連勝を飾りました。

2/25
浦和

三石産馬の活躍三石
優駿
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開催日 性別 頭数 平均体重 販売価格 平均価格 最高価格 最低価格 Ｋｇ単価 DAY 単価
2 月 12 日 去 19 338㎏ 15,127,000 796,158 891,000 415,000 2,358 2,661 

雌 16 307㎏ 10,701,000 668,813 744,000 358,000 2,181 2,151 
繁殖等

合計　 35 323㎏ 25,828,000 737,943 

第 2 回理事会　令和 8 年 2 月 26 日開催

【報告事項】

・定例報告
　行事報告・行事計画、各部実績報告
・１月末組合員勘定残高について
・信用リスク管理債権について
・ＪＡバンクの内部監査態勢構築にかかる指針の変更について
・令和７年度 米穀共同計算販売報告について

【議　　案】

１. 組合員の加入について
２. １２月末金融監査の回答について
３. 令和７年度コンプライアンス・プログラムの実践状況報告並びに
令和８年度コンプライアンス・プログラムの設定について
４. 令和７年度 １月末自己査定結果について
５. 令和７年度 貸付金利息減免・未計上について
６. 令和７年度 破産更生債権等の状況について
７. 令和７年度 各共励会総会表彰について
８. 令和７年度 補正（国費）スマート農業支援サービス事業の申請について
９. 令和８年度 米麦における共同計算基本要領に基づく重要事項の決定について
１０. 令和７年度 決算、剰余金処分（案）について
１１. 令和７年度 決算手当の支給について
１２. 収支シミュレーションの設定について
１３. 令和８年度 職員給与について
１４. 令和８年度 組合員賦課金、及び徴収方法について
１５. 令和８年度 販売歩合金について
１６. 令和８年度 事業計画、並びに収支予算（案）について
１７. ＪＡバンク基本方針の変更について
１８. 令和７年度 農業労災徴収・納付状況報告について
１９. 顧問弁護士との顧問契約について
２０. その他

第 3 回理事会　令和 8 年 3 月 17 日開催

【報告事項】

・定例報告
　行事報告・行事計画、各部実績報告
・２月末組合員勘定残高について
・貸付牛産子返還状況について
・監査報告について
・４月１日付け職員の人事異動について

【議　　案】

１. 組合員の脱退・増口について
２. 機構変更に伴う職制規程の一部変更について
３. 総会の招集および総会に付議すべき議案、並びに総会参考資料について
４. 組合員懇談会開催日程および資料について
５. 書面議決の取扱いについて
６. その他 

第 4 回理事会　令和 8 年 4 月 24 日開催

【報告事項】

・定例報告
　行事報告・行事計画、各部実績報告
・３月末組合員勘定残高について
・令和７年度 事業剰余金の処理について
・業務分掌及び組織団体担当事務局について
・令和７年度 期末監査代替的調査結果に係る報告について
・役員退職慰労金の支給について
・地方債の貸付に係る報告について

【議　　案】

１. 組合員の加入・脱退について
２. 各生産団体等の担当理事構成の一部変更について
３. 令和８年度 役員報酬の配分について
４. 退職金の支給について
５. 道常例検査に係る検査指摘事項の改善・対応状況報告について
６. 行政庁に対する業務報告書の提出、並びにディスクロージャー誌について
７. 北海道猟友会日高中部支部三石部会への助成について
８. 貸出業務の決裁範囲の承認について
９. 組勘貸越限度額の変更について
１０. 組勘貸越限度額の変更について
１１. 軽種馬配合資金の貸付について
１２. 農業経営ステップアップローンの貸付について
１３. その他

○ホクレン南北海道家畜市場

※最高価格：去）三和 忠雄さん、雌）三和 忠雄さん

※最高価格：去）松本 俊博さん、雌）久米 和夫さん

個撰 共撰 合計 前年
本数（千本） 金額 本数（千本） 金額 本数（千本） 金額 本数（千本） 金額

2 月 108 9,118 108 9,118 156 14,597
3 月 160 14,425 160 14,425 256 23,311

３月までの累計 293 26,254 293 26,254 434 40,636
累計前年対比 67.5% 64.6%

花卉市場

黒毛市場

開催日 性別 頭数 平均体重 販売価格 平均価格 最高価格 最低価格 Ｋｇ単価 DAY 単価
3 月 11 日 去 33 339㎏ 26,763,000 811,000 955,000 600,000 2,390 2,699 

雌 16 310㎏ 11,205,000 700,313 825,000 617,000 2,257 2,286 
繁殖等 3 2,011,000 

合計　 52 330㎏ 39,979,000 774,857



11 J A  M I T S U I S H I

　高齢化や担い手不足など、農業を取り巻く環境が大きく変化す
る中、これからのＪＡみついしはどのような役割を果たしていくのか。
　役員に今後の方向性と地域農業への想いを伺いました。

金森 哲也
令和 4 年 4 月 理事就任

経営体：花き生産

こ
れ
か
ら
の
農
協
に
は
、ど
の
よ
う
な
課
題
や
変
化
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
農
協
に
は
、
各
事
業
の
役
割
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
時

代
に
合
っ
た
運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
特
に
購
買
部
門
に
つ
い
て
は
、
利
用
促
進
と
販
売
力
の
向
上
が
重

要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
組
合
員
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、
よ
り

効
果
的
な
販
売
戦
略
を
立
て
、
利
用
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
、
従
来
の
枠

に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
と
戦
略
的
な
取
り
組
み
が
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
農
業
の
活
性
化
に
向
け
、
農
協
と
し
て
今
後
特
に
力
を
入
れ
た
い
取

り
組
み
は
何
で
す
か
。

　
地
域
農
業
の
活
性
化
に
は
、
み
つ
い
し
産
農
畜
産
物
の
認
知
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
品
質
の
高
い
農
畜
産
物
を

生
産
し
て
い
て
も
、
そ
の
魅
力
が
十
分
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
販
路
拡
大
や

収
益
向
上
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
農
協
と
し
て
は
、
産
地
と
し
て
の
強

み
や
特
色
を
積
極
的
に
発
信
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
、
生
産
者
の
励
み
に
も
な
り
、
地
域
農
業
全
体
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
や
若
手
農
業
者
、
後
継
者
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
か
。

　
新
規
就
農
者
や
若
手
農
業
者
、
後
継
者
支
援
に
お
い
て
は
、
ま
ず
土
地

の
確
保
が
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
業
を
始
め
た
く
て
も
、

就
農
の
土
台
と
な
る
農
地
が
な
け
れ
ば
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、
農
地
の
確
保
や
円
滑
な
継

承
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
就
農
後
も
安
心
し
て

営
農
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
て
い
く
環
境
づ
く
り
も

大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
の
強
み
や
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　
こ
の
地
域
の
農
業
の
魅
力
は
、
少
人
数
な
が
ら
質
の
高
い
も
の
づ
く
り

を
追
求
し
て
い
る
生
産
者
が
多
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
規
模
だ
け

で
は
な
く
、
一
つ
ひ
と
つ
の
品
質
や
価
値
を
高
め
よ
う
と
努
力
し
て
い
る

点
は
、
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
強
み
で
す
。
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
意

識
を
持
ち
、
良
い
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
地
域
農
業
の
底
力

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
強
み
を
今
後
さ
ら
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

組
合
員
か
ら
の
意
見
や
要
望
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

　
生
産
物
の
規
格
外
品
の
販
売
に
つ
い
て
、
も
っ
と
協
力
し
て
ほ
し
い
と

い
う
声
は
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
規
格
外
で
あ
っ
て
も
品
質
に
問
題
の

な
い
も
の
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
は
、
生
産
者
の
所
得
向
上
や
食
品
ロ
ス

削
減
の
面
で
も
意
義
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
声
は
現
場
な

ら
で
は
の
課
題
意
識
で
も
あ
り
、
農
協
と
し
て
も
販
売
方
法
や
支
援
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
自
身
の
農
業
経
営
（
ま
た
は
関
わ
っ
て
い
る
農
業
分
野
）
で
日
々
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
近
年
の
物
価
高
の
中
で
は
、
経
費
を
抑
え
る
努
力
を
常
に
意
識
し
て
い

ま
す
。
資
材
価
格
や
生
産
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
中
、
経
営
を
安
定
さ
せ
る

た
め
に
は
、
無
駄
を
見
直
し
、
効
率
的
な
運
営
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
経
営
の
持
続
性
を

高
め
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
協
に
、個
人
と
し
て
ど
ん
な
貢
献
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
振
興
会
役
員
と
し
て
活
動
す
る
中
で
、
振
興
会
の
仲
間
や
農
協
担
当
者

と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
深
め
、
生
産
数
や
単
価
の
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
個
人
だ
け
で
は
難
し
い
こ
と
も
、
仲
間
や
関

係
機
関
と
協
力
す
る
こ
と
で
前
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
農
業
や
農
協
の
発
展
に
少
し
で
も

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

未来へつなぐ
農協のかたち
役員に聞く、
これからのＪＡみついし



12J A  M I T S U I S H I

新
規
就
農
者
や
若
手
農
業
者
、
後
継
者
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
か
。

　
新
規
就
農
者
や
若
手
農
業
者
、
後
継
者
へ
の
支
援
は
、
地
域

農
業
を
未
来
に
つ
な
ぐ
上
で
非
常
に
重
要
で
す
。
特
に
就
農
に

必
要
な
住
宅
や
農
地
の
確
保
な
ど
、
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、技
術
や
経
営
面
の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、

同
じ
志
を
持
つ
仲
間
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
若
い
世
代
が
安
心
し
て
農
業
に
取
り
組
め
る
環
境
を
整

え
、
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
の
強
み
や
魅
力
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　
こ
の
地
域
は
雪
が
少
な
く
、
猛
暑
も
比
較
的
少
な
い
た
め
、

農
畜
産
物
の
生
産
に
適
し
た
環
境
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
強
み

だ
と
思
い
ま
す
。
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
生
産

面
に
お
い
て
大
き
な
魅
力
で
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
強
み
を
生

か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
農
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

組
合
員
か
ら
の
意
見
や
要
望
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
も

の
は
あ
り
ま
す
か
。

　
組
合
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
の
中
で
、
生
産
資
材
の
価
格
に

つ
い
て
商
社
よ
り
高
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
は
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
生
産
現
場
に
と
っ
て
コ
ス
ト
は
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
こ
う
し
た
率
直
な
声
は
非
常
に
重
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
組
合
員
の
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
改
善
で
き
る
こ

と
は
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
農
協
へ
の
信
頼
に
も
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。
現
場
の
声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
こ

と
は
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
自
身
の
農
業
経
営
（
ま
た
は
関
わ
っ
て
い
る
農
業
分
野
）
で

日
々
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
日
頃
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
地
域
社
会
に
積
極
的
に

協
力
す
る
こ
と
で
す
。
農
業
は
個
人
だ
け
で
成
り
立
つ
も
の
で

は
な
く
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
活
動
へ
の
協
力
や
周
囲
と
の
助
け
合
い

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
意

識
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
協
に
、
個
人
と
し
て
ど
ん
な
貢
献
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
か
。

　
個
人
と
し
て
は
、
で
き
る
限
り
出
資
を
行
い
な
が
ら
、
農
協

事
業
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
組
合

員
と
し
て
農
協
を
支
え
る
意
識
を
持
ち
、
地
域
農
業
の
発
展
に

つ
な
が
る
よ
う
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
誌
の
読
者（
組
合
員
）に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望
を
ぜ
ひ

積
極
的
に
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
場
の
声
は

農
協
に
と
っ
て
大
切
な
財
産
で
あ
り
、
よ
り
良
い
農
協
づ
く
り

に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
支
え
合
い

な
が
ら
地
域
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
協
に
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
や
変
化
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
農
協
を
考
え
る
上
で
、
組
合
員
の
高
齢
化
や
減

少
は
大
き
な
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
担
い
手
不
足
や
農
業

人
口
の
減
少
が
進
む
中
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
形
で
は
地
域
農
業

を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
組
合
員
に
寄
り
添
っ

た
事
業
運
営
や
地
域
農
業
を
支
え
る
役
割
を
さ
ら
に
強
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
農
協
に
は
、
地
域

と
と
も
に
持
続
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
の
活
性
化
に
向
け
、
農
協
と
し
て
今
後
特
に
力
を
入

れ
た
い
取
り
組
み
は
何
で
す
か
。

　
地
域
農
業
の
活
性
化
に
は
、
生
産
物
の
収
益
向
上
が
欠
か
せ

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
産
者
が
意
欲
を
持
っ
て
営
農
を
続

け
て
い
く
た
め
に
は
、
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
重

要
で
す
。
農
畜
産
物
の
品
質
向
上
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
、
販

売
面
で
の
工
夫
な
ど
を
通
じ
て
、
生
産
物
の
価
値
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
協
と
し
て
も
、
生
産
者
と
と
も
に
収

益
向
上
を
目
指
し
、
地
域
農
業
の
活
力
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

みついし農業協同組合　金融部 信用課

定期貯金キャンペーン
キャンペーン期間

5/1 金    6/30 火まで
2026 2026

・預入時のスーパー定期貯金の店頭表示金利に、取組期間に応じた金利を上乗せした利率を満期日まで適用いたします
　（自動継続後は店頭表示金利を適用いたします）
・ご案内する金利は税引前であり、利息に対して別途 20.315％が課税されます
・中途解約の場合は、所定の中途解約利率を適用します

ご成約のお客様に
よりぞうグッズプレゼント

0146-34-2011

利息

定期貯金
● 5０万円以上の新規または5０万円以上増額書替
● 契約期間１年・３年・５年もの ( 自動継続扱いに限ります )

● 特別金利 預入期間１年　店頭金利に０.１０％上乗せ
  預入期間３年　店頭金利に０.30％上乗せ
  預入期間５年　店頭金利に０.4０％上乗せ

キャンペーン
対象商品

※５月１日金利

店頭金利 上乗せ後

※金融情勢の変化により、店頭金利は変更となる場合があります

1年 年0.40%  年0.50%

3年 年0.60%  年0.90%

5年 年0.70%  年1.10%

土居 正広
令和 5 年 4 月 理事就任

経営体：水稲生産
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2026.04.01みついし農協機構配置図

小闕 啓一（準
鳥井 治男（準
谷川 美香（準

燃料係

佐藤 優太
吉田 美菜

購買係

荻田 飛翔
生産資材係

燃料課長
（部長兼務） 

燃料係長

植田 隆介

（課長兼務）
生産資材係長

沖田 真也
生産資材課長

加野 孝博（準
山本 美奈子（準
池田 幸恵（準
佐藤 かおり（準

生活係

畠山 沙智慧
購買係長

成田 薫
購買部長

生活課長

真崎 琴乃 （課長兼務）
生活係長

畜産係長
植 田 匠 大下 蓮

畜産係畜産課長
鶴田 直希

三浦 直己
営農部長

山田 はるな
松尾 知輝
土居 葵

農産係

下 向 優 希
農産課長

山口 剛嗣
和村 哲昌

農産係長

釣 麻緒
小山内 希

営農経理係

（参事兼務）
 管理部長 山田 康介

管理課長
（課長兼務） 
管理係長

鶴田 恵里菜（準
髙村 文美子（準

管理係

兼）農産課長
兼）営農サポート室 課長

融資審査課

沢口 友亮 
共済課長

（課長兼務）
共済係長

浅野 里帆
小野松 亜優（準

共済係

新渡 厚子
信用課長

貯金係長
（課長兼務） 

（課長兼務） 
融資係長

下司 沙緒莉
新出 琴乃

貯金係

山本 春菜
融資係

信用担当理事
鳥井 義幸

監
事
会

理
事
会

総 会 

定例三役会議
業務推進会議

代表理事組合長

澤田 祐喜 米田 和矢
理事兼参事

中央会委託
内部監査室長
兼）購買部長

調査役

亀谷 英樹

（信用担当理事兼務） 

金融部長

木村 晴彦
審査役

田湯 かおり
営農サポート室課長

兼）営農部長
営農サポート室長
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組織名 会長･組合長･部長 副 (会長･組合長･部長) 監　事 事務局今年度担当理事 会員数

みついし農業協同組合組織機構図 令和８年４月１日現在

※敬称略

猪野毛哲次 　田湯課長
　木村審査役

沖田英幸
土田陽司山口和広三石青色申告会 95

河合政広 鳥井義幸 　松尾係
　土居係

畑端俊樹
萩澤聖和

下川原剛喜
三和哲也みついし農協青年部 9

下屋敷麻子 米田和矢 　木村審査役
　三浦部長

鳥山玲子
下屋敷紀子

角　幸子
萩澤美智子みついし農協女性部 28

佐々木義博 鳥井義幸 　山本係
　新渡課長

北道健一
片山英夫

本多忠明
川端克美みついし農協年金友の会 117

委員長（農協理事）

前田宗将
副委員長（振興会副会長）

下屋敷千尋
振興会役員
軽種馬青年部 米田和矢 　田湯課長

　三浦部長軽種馬販売対策委員
3
2

澤田祐喜
　田湯課長
　三浦部長

城地芳信
原口厚三
萩澤聖和

加野英樹
下屋敷千尋三石軽種馬生産振興会 前田宗将 82

前田宗将
　下向課長
　山田は係

猪野毛哲次土居正広みついし水稲振興会 阪井喜博 26

桐山昭彦 地原有紀
　土居係
　下向課長

飯岡　博
川端　修

宗本良昌みついし野菜振興会 27

浦東朝和 森　誠
　山口係長
　山田は係

川端貴央
有田　誠

山口和広みついし花き振興会 56

土居慎範 澤田祐喜
　和村係長
　下向課長

阪井喜博林　祐二みついし畑作振興会 10

畑端俊樹 金森哲也 　植田係長
　鶴田課長

酒井　誠
森　誠三和哲也みついし和牛生産改良組合 40

森　誠みついし和牛肥育組合
山野美幸
三和忠雄 土居正広 　鶴田課長

　植田係長中山桂一 22

仲野武博 土居正広 　大下係
　植田係長乾　良美安田悦郎みついし酪農振興会 5

平野智紀 土居正広 　大下係
　植田係長佐々木純一乾　良美みついし乳牛検定組合 3

高澤弘文 地原有紀 　大下係
　植田係長竹内良一柏尾一章三石農用馬振興会 8

理
事
会

教育指導組織

協力組織

生
産
団
体
長
会
議
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JA みついしではこのほど機構改革を行い、
営農支援体制の強化と組織運営の効率化を図りました。

「営農サポート室」を新設 新規就農や事業承継への支援を強化するため、新たに「営農サポート室」を設置。農地や住
宅に関する相談対応も含め、就農から定着までを見据えた総合的な支援体制の充実を図ります。

営農部を再編し 2 課体制へ より機動的で柔軟な人員配置を可能とするため、営農部の組織体制を見直し、従来の体制か
ら「農産課」「畜産課」の 2 課体制へ再編しました。

金融部も機能強化

金融部では、貯金と融資業務を一体的に担う「信用課」と、保障分野を担当する「共済課」
の 2 課体制へ移行。利用者ニーズに即した、よりきめ細やかなサービス提供を目指します。
今回の機構改革を通じて、JA みついしでは地域農業の持続的な発展と、組合員サービスのさ
らなる向上に取り組んでまいります。



JA みついし
みついし農業協同組合
〒 059-3231  北海道日高郡新ひだか町三石本桐 224 番地 6
0146-34-2011
https://www.jamitsuishi.com

編集 /広報委員会　発行：JAみついし

金融・生活店舗ご利用の
送迎サービスご案内

管理部
0146-34-2011 山田・鶴田まで

・歌笛川上方面は農協に来るときは町のコミュニティバスをご利用いただき、
　帰りは農協車でお送りいたします。
・富沢方面は農協車で送迎いたします（コミュニティバスの路線が無いため）。
・お申込みは電話での予約（前日月曜日）により運行し、予約が無い場合は
　運行はいたしません。

19 26
23 301692

7

5月

7月
6月

運行日程｜毎週 火曜日

お申込み

燃料課 /谷川美香

JA みついしの
あの日、あの時

ネズミが増えた理由

@ja_mitsuishi

    JA みついしの今を、Instagramで。

暮らしにうれしい情報、更新中。

みついし店

@amart_3214




